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(浜松医大) 症例 67歳，男性.主訴:多血症.右腎に径 13cmの
腫蕩を認め2000年5月25日，当科紹介受診. RBC 738万/μ1，Ht 
54-.1%，血中エリスロポエチン 680mU/mlと著明高値a 画像上，多
発性肺転移を認めた.6月26日，根治的右腎摘除術施行病理組織診



















腎に結核を認めた.尿管腫蕩は TCC，G2， pTIであった 現在，
外来にて抗結核療法施行中.

























































































同年4月9日当科受診. PSA 600 ng/ml， CEA 30.7 ng/mlであっ
た.前立腺生検を施行し生検結果は低分化前立腺癌であった.PSA， 
CEA染色結果は両者陽性で T3N1Mlbstage D2の前立腺癌と診断.
DES 500mgを25日間施行後， CDDP， VP-16併用療法を 2コース
施行した.リンパ節，前立腺に対しては， PRと良好な反応を認めた
が，骨病変は NCで CEAは治療開始後 lカ月後， PSAも5カ月後





































stage 1にて watchand seeしていた.左精巣に無痛性の硬結を誌
め，異時性両側精巣腫蕩の診断で左高位精巣摘除術を施行した.病理
組J織は大部分は壊死であったが，一部に Embryonalcarcinoma古市E



















































部の真皮内汗腺の浸i問を認めた. 2ωl年 l月29日より mitomycin




祐太郎，郡建二郎(名古屋市大) 症例は l歳から 3歳までの女児4
例.主訴は外陰部の奇形，尿線分裂，外陰部違和感，尿閉であった.
小陰唇のほほ全長の癒着と l個ないし2個の小孔が認められた.全例
に鈍的な剥離を行い， 2例に一部再癒着が認められた.外陰部違和感
を訴えた3歳児症例では， !f<iJ離前後に尿流量測定を行ったところ，最
大尿流量率の著明な改善治雫Eめられた.尿閉で紹介された l歳児症例
では剥離後に排尿状態が改善し，残尿もわずかになった.検診や両親
の観察により無症状のうちに発見される他に，排尿症状，外陰部症状
を訴えて受診する女児に対しては，本症を念頭においた外陰部診察が
不可欠と考えられた
胎児期精巣退縮症候群の1例:宇佐美雅之，小島祥敬，益本憲太
郎，黒川覚史，日比野光伸，窪田泰江，池内隆人，彦坂敦也，キ材右太
郎，郡健二郎(名古屋市大カ月，戸籍上男児.出生時に外性器
異常を認め，外陰部の状況の改善が認められなかったため2∞o年4月
当科受診.染色体は 46，XY.検査上，性腺もしくは付属器が鼠径部
に存在している可能性が認められるも，正常な性腺として機能してい
ない可能性が推察された.そのため，内性器の検索を目的とし2∞o年
11月21日，全麻下，腹腔鏡検査を施行.鼠径部に性索様構造物および
性腺様構造物を観察するも，子宮や卵管，卵巣などは確認できなかっ
た.両側の精巣上体様構造物は発達みられたが，その内側に明らかな
性腺は認めなかった.病理診断では，左右の性腺様構造物およびその
付属器から，精管様組織，精巣上体様組織が確認されたー以上より胎
児期精巣退縮症候群と診断したー
金属片による陰嚢外傷の 1例:久保田恵章，石田健一郎，百足督
士，高田俊彦，西野好則，高橋義人，石原哲，出口隆(岐阜大)
28歳，男性 2001年7月，作業中に金属片が飛ぴ着衣を貫通.陰嚢皮
膚を穿通後，同部より出血，陰嚢腫脹を認めたため入院となった.右
陰嚢皮膚に約 5mmの穿通創を認め，阿部より出血，両側陰嚢，両
側精索，右精巣上体に腫脹，圧痛を認めたー尿道，前立腺には異常を
認めなかった.CT， X線にて左陰茎海綿根部に 8X5mmの異物を
認めたー同日，緊急手術施行し，金属片を摘出した.金属片は陰嚢皮
膚を通し，右精巣上体，両側精索を損傷し，陰茎海綿体左側に達して
おり，皮膚の創と比べて広範囲の損傷であった.術後 1カ月，勃起機
能，射精機能に問題はなかった.陰嚢への貫通外傷は，広範囲に至る
ケースが少なくなく生殖機能にも障害を起しうるーできるかぎり早期
の手術を行い，術中は十分に損傷部位を確認する必要がある
